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考えて行動する子・自分の言葉で伝える子・自分も友達も愛せる子・最後までやり遂げる子

スロ一ガン：「みんなの笑顔あふれる田代友愛小学校」～みんなをみんなで～

子供たちは、様々な体験を通して、
輝き、躍動しています！！

栗や柿をはじめ、たくさんの木の実が実る楽しい季節です。ススキの穂も銀色に光り、

秋の景色がそこかしこに広がっています。後期が始まって約三週間・・・持久走大会に向

けてわんぱくタイムや体育の時間に一生懸命に練習に励む子供たちからは、頼もしさを感

じます。また、普段の授業はもちろんのこと、様々な体験活動や行事においても一人一人

の子供たちが輝きを見せています。後期始業式では、何事にも出し惜しみをせず何事にも

本気で取り組むことや継続することの大切さについて子供たちに伝えました。国体ロ一ド

レ一スの観戦や町音楽発表会への参加等も子供たちにとっては、心に響く貴重な体験とな

ったのではないかと思います。１１月には、子供たちが楽しみにしている宿泊学習や修学

旅行、持久走大会等が予定されています。このような活動を実践する中で、一人一人が目

標をもって考えて動き、仲間と力を合わせてやり遂げる体験が今年度の学校教育目標であ

る「自律・表現・友愛・挑戦」の四つの心の育成につながるものと信じています。

これからも一人一人の子供たちが自分のもつ力を十分に発揮し、全校生がきらきら輝くよ

うな教育活動の実践に尽力していきたいと思います。保護者そし

て地域の皆様の変わらぬ御支援・御協力をよろしくお願いいたし

ます。また、日に日に気温が低くなり、新型コロナ感染症ととも

にインフルエンザの流行も懸念される時期です。お子さんの体調

管理につきましても引き続き御留意いただきますようよろしくお

願いいたします。

☆国体ロ一ドレ一ス観戦☆ ☆心を一つにした音楽発表会☆
～ １０月９日（日）～ ～ １０月１９日（水）～

４２年振りに本県で開催された「いちご一 感染症対策を講じた上で３年振りに町音楽

会とちぎ国体」のロ一ドレ一ス観戦に役場前 発表会が開催されました。豊かな感性を育て

沿道に全校生で行きました。子供たちは、目 るのに音楽のもつ力は、とても大きいと思い

の前を颯爽と駆け抜けていく選手たちをステ ます。みんなの力で作り上げた素敵な演奏が

ィックバル一ンを連打しながら一生懸命に応 会場いっぱいに響き渡りました。他小学校や

援しました。競技に真剣に取り組む選手たち 中学校の生の演奏が鑑賞できたことも子供た

から本気で頑張ることの美しさやかっこよさ ちにとっては、大きな学びにつながったと感

を感じ取ったのではないかと思います。 じます。

田代友愛小学校だより
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たくさんの学びを得た校外学習
《１年生》 ～ １０月３１日（月）～ 《2年生》 ～ １１月２日（水）～

【那珂川河畔公園】 【黒磯駅・町図書館・ダイユ一・黒田原駅】
さわやかな秋空の下、１年生が那珂川河畔 ２年生は、実際に自分たちで切符を購入し

公園に生活科校外学習に行きました。実際に て電車に乗ったり、町図書館で本を借りたり、

公園に行き、秋の木の実や葉っぱを見つける ダイユ一で家の人から頼まれた品物を買った

活動を通して、四季の美しさを感じ取ったり、りしました。また、町図書館では、知りたい

秋の自然の様子に気付いたりすることができ ことについてたくさんの質問をすることもで

ました。たくさんの葉っぱと戯れる様子も見 きました。様々な体験活動を通して、公共の

られ、校外での学習を思う存分楽しむことが 施設についての学びを深めることができまし

できたようです。帰校してきたときの子供た た。２年生も充実感いっぱいの笑顔で学校に

ちは、笑顔満開でした！ 戻ってきました！

《６年生》 【木の葉化石園・要害公園】 ～ １０月２４日（月）～
６年生は、木の葉化石園と要害公園に行きました。園で採

れた石を割ることで化石のでき方を調べたり、地層の観察を

通して地層のでき方についての理解を深めることができまし

た。子供たちは、実際に化石や地層を見たことで、理科への

興味や関心を高めたのではないかと思います。

地域連携コ一ナ一
《読書は心の貯金》 《さつまいも堀り》

１０月２４日（月）から３０日（日）まで １０月２７日（木）、 室野井交流会の皆様

は、「よい本をたくさん読んで心を豊かに育 の御協力を得て、２年生が学校農園のさつま

てよう」という趣旨での親子読書週間でした。いも堀りをしました。「こんなに大きいおい

本の世界はとても広く、読書には、「想像力 もが取れたよ！」「あ、いっぱいおいもがつ

を育て、創造力を引き出す」「感受性を育て ながってる！」「いろいろな形があるね！」

る」「集中力を育てる」等、様々な効果があ 等々・・・感動の言葉を発しながら一生懸命

ると言われています。本校では、ブックブク に掘っている子供たちには、笑顔があふれて

の会の皆様に読み聞かせをはじめ、図書室の いました。自分の手で収穫できたことへの喜

環境整備等で大変お世話になっています。秋 びや大きく生長していたことへの驚きを素直

の読書週間のみならず、年間を通して本に親 に表現する子供たちの姿に微笑ましさを感じ

しむ子供たちになるよう支援していきたいと ました。

思います。

～保護者及び地域の皆様、温かい御支援をいつもありがとうございます！～


